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3月 25日 、筑後小学校であつたちくご児童館と長浜老大会との

グラウンドゴルフ交流 (内容は 2ページに紹介しています)

(ヽノ

日日曜祝日在宅医
3日 川村皮膚科形成外科 (秋松)ao3051
平井医院 (和泉中)   盆①2353

4日 小林外科 (長浜)    a① lo01

おおうち内科クリニック (久富)

=A⑦
0600

5日 馬田医院 (二本松)   盆02563
川上小児科 (徳久)   a⑭ o630

10日 田中整形外科 (野町)   金①5000

10日  あだち循環器科内科クリニック (山ノ
井中)         a① 3044

救急指定病院 (全 日曜祝日)

筑後市立病院 (和泉西)  a① 7511
日広域眼科在宅医
3日 広瀬眼科 (小郡市小郡) 奮②2721
4日  中島眼科 (久留米市野中町)奮⑭2030
5日 冨田眼科 (八女市本村)盆 0943④ 3455
10日  平野眼科 (八女市本町)盗 0943④ 5500

の

在宅医
(上旬 )

平成 10年

(1998年 )
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広 報 ち く ご

▲開始式の後、通信指令室で行われた模擬運用のようす

平成10年 4月 15日

指令車

執争諄

―

→

令施設が完成
歓
藤ド警

硯

最
新
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
通
信
機
器
な
ど
、
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
取
り
入

れ
た

「消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
」
が
消
防
本
部
に
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
４
月

１
日
、
そ
の
運
用
開
始
式
が
あ
り
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
複
雑
多
様
化
す
る
火
災
、
震
災
、
水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
り
す

ば
や
く
、
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
９
、
６
６
０
万
円
を
か
け
て
導
入
し
た
も

の
で
す
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に
は
、
消
防
防
災

体
制
の
充
実
は
不
可
欠
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
完
成
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
新
戦
力
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

υ

み 登 :!

消防車

速ぐ|1山確に,

表 紙３
月
２５
日
、
筑
後
小
学
校
で
、

ち
く
ご
児
童
館

（学
童
保
育
所
）

の
児
童
３．
人
が
長
浜
老
人
会
の
人

た
ち
・３
人
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

多
く
の
子
が
初
体
験
で
し
た
が
、

老
人
会
の
人
た
ち
の
丁
寧
な
指
導

で
す
ぐ
に
要
領
を
得
た
子
ど
も
た

ち
は
、　
一
打
ご
と
に
喜
ん
だ
り
残

念
が
っ
た
り
し
な
が
ら
夢
中
で
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

山
口
大
貴
く
ん

（古
川
小
４
年
）

は

「思
っ
た
と
こ
ろ
に
ボ
ー
ル
が

い
か
な
い
の
で
、
遠
い
所
に
打
つ

の
が
難
し
か
っ
た
。
で
も
お
も
し

ろ
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
山
浦
綾
夏
ち
や
ん

（筑

後
小
２
年
）
は

「初
め
て
し
た
。

も
っ
と
し
た
い
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
も
し
た
よ
」
と
大
喜
び
で
し
た
。

(2)



:1最新技術でより

平成 10年 4月 15日広 報 ち く ご

消防緊急通信

:E,ヽ当巧色子

「消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
」
は
、

１
１
９
番
通
報
の
受
付
か
ら
出
動
指
令
、

消
防
車
両
と
の
無
線
交
信
、
災
害
現
場

へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
全
て
の
通
信
業

務
を
行
う
指
令
台
を
メ
ー
ン
に
、
気
象

観
測
装
置
や
地
図
等
検
索
装
置
、
車
両

運
用
表
示
板
な
ど
を
備
え
た
総
合
消
防

防
災

シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
れ
を
使
え
ば
、

通
報
か
ら
出
動
ま
で
の
時
間
短
縮
や
消

防
車
両
の
効
率
的
な
出
動
、
必
要
情
報

の
瞬
時
把
握
、
現
場
で
の
ス
ム
ー
ズ
な

救
急

・
救
助
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
期
待

で
き
ま
す
。

開
始
式

で
馬
場
市
長
は

「市
民
の
防

災
に
対
す

る

ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
ｏ
市
民
の
負
託
に
応

え
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し
て

い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

「消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
」
は
、

住
民
の
安
全
と
財
産
を
守

る
消
防
行
政

に
と

っ
て
は
最
高

の
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、

そ
の
前
に
こ
の
施
設
が
活
躍
し
な
く
て

す
む
よ
う
、
私
た
ち
が
日
ご

ろ
か
ら
”
火

の
用
心
“
な
ど

の
防
災
意
識
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

契
約
前
に

し

っ
か
り
確
認

水
道
工
事
も
規
制
緩
和

４
月
か
ら

『
水
道
法
』
が

一
部
改
正

さ
れ
、
給
水
器
具
や
指
定

工
事
業
者

の

条
件
な
ど
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

給
水
器
具
は
、
国
が
定
め
た
基
準
に

適
合
す
れ
ば
使
用
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市

の
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者

（指
定

工
事
事
業
者
）
に
は
、
市

外

の
工
事
店
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
規
制
緩
和
で
、
私
た
ち

の

工
事
依
頼
な
ど
が
便
利
に
な
り
、
経
済

的
に
も
負
担
が
軽
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る

一
方
、
安
易
な
契
約
で
ト
ラ
ブ

ル
が
起

こ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

水
道

工
事
を
業
者
に
依
頼
す
る
時
は

次

の
こ
と
に
十
分
気
を

つ
け
て
契
約
を

結
び
ま
し
ょ
う
。

●
複
数

の
指
定
工
事
店
か
ら
見
積
も
り

を
取
り
、

工
事
価
格

の
基
準
を
確
認
す

るｏ
工
事
内
容
や
費
用
に

つ
い
て
十
分
に

説
明
を
受
け
る

ｏ
工
事
完
成
ま

で
の
保
証
や
工
事
後

の

修
繕
な
ど

の
体
制
は
万
全
か
ど
う
か
確

認
す
る

日
問
合
せ

水
道
局

ａ

０

４
１
１
１
内
線

１
９

　

①

ｌ
）
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連
絡

)出
動
指
令

じ

J

厖頁華反
モニ縁―

募焦

市では、広報モニターを募集します。

この制度は、「広報ちくご」について、ま

た、広報を通して感じる市政について、率直

な意見やアドバイスを市民の方からいただく

ことで“市民か加のより良い広報"づくりを

していこうと設置しているものです。

どんなことでもけっこうです。みなさんの

声を聞かせてください。

(資 格〕市内に住んでいる20歳以上の人で
市政について関心がある人

〔任 務〕①会議への出席=年 3回を予定
②通信=「広報ちくご」を読んで

気づいたことや感じたことを文

章にして企画課へ送付

〔任 期)委託した日～来年3月 31日
〔謝 礼〕年額7万円を限度に支払います
(募集人数)4人

〔申込み〕「広報ちくご4月 号」についての

感想文 1400字程度)を書いて4

月30日 (木)までに企画課 (〒 833-8

601住所不要)ヘ

※応募多数の場合は感想文で選考

します

〔問合せ〕企画課広報統計係 (a⑪4111
内線152)ヘ

（けう
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市
立
病
院
職
員
募
集

市
で
は
市
立
病
院
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

日
採
用
の
職
種
と
予
定
人
数

◇
放
射
線
技
師
＝
１
人

◇
理
学
療
法
士
＝
１
人

日
資
格

◇
放
射
線
技
師
＝
昭
和
４

年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
放
射
線
技
師

の
免
許

を
持

っ
て
い
る
人

◇
理
学
凌
法
士

＝
昭

４３

年

４
月
２
日
以

降

に
生

ま
れ

学
療
法
士
の

月
２。
日
曲

市
役
所
東
庁
舎
３

０
２
会
議
室

園
申
込
み

人
事
課
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

４
月
１６

年
前
８

出
し
て

は
休
み

※
郵
送

，日
い
～
４
月
３０
日
∩
の

午
後
５
時
に
人
事
課

へ
提

（
土

。
日
曜

日
と
祝

日

み
は
一４
月
３。

日
の
消
印

受
け
付
け
ま
す

（
△
０

４
１
１
■
内
線

う

社
会
教
育
指
導
員
募
集

市
で
は
、
社
会
教
育
指
導
員
を
募
年

し
ま
す
。

市
が
推
進
す
る
生
涯
学
習
、
社
会
教

育
を
自
ら
進
ん
で
実
践
し
て
く
れ
る
、

意
欲
の
あ
る
人
の
応
募
を
待

っ
て
い
ま

す
。（職

種
と
採
用
人
数
）
社
会
教
育
指
導

員

（非
常
勤
嘱
託
職
員
）
Ｈ
ｌ
人

〔資
格
〕
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

人・
昭
和
９
年
６
月
２
日
か
ら
昭
和
５３
年

６
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

・
生
涯
学
習
や
社
会
教
育
を
理
解
し
、

そ
れ
ら
を
実
践
す
る
意
欲
が
あ
る
人

・
ワ
ー
プ
ロ
が
で
き
る
人

（採
用
年
月
日
〕
平
成
Ю
年
６
月
１
日

〔勤
務
条
件
等
〕
▽
週
３
日
勤
務
▽
報

酬
＝
月
額
Ｈ
万
１
０
０
０
円
▽
任
期
Ｈ

来
年
３
月
３．
日
ま
で
▽
社
会
保
険
加
入

〔選
考
〕
５
月
１２
日
側
に
作
文
と
面
接

で
選
考
し
ま
す

〔申
込
み
〕
社
会
教
育
課
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
履
歴
書
を

添
え
て
５
月
７
日
い
ま
で
に
同
課

ヘ

（問
合
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（東
庁
舎
３
階
盆
０

４
１
１
１
内
線
４

３
１
）

ヘ

催
し

あ

す
ば

る

女

性

週

間

記
念

フ
ォ
ー

ラ

ム

働
福
岡
県
女
性
財
団
や
県
な
ど
で
は
、

４
月
Ю
日
か
ら
始
ま
る

”
女
性
週
間
“　
　
ｎ
ヤ

の
活
動
と
し
て

「あ
す
ば
る
女
性
週
間
　
　
く

記
念
フ
オ
ー
ラ
ム
」
を
開
き
ま
す
。

〔と
き
〕
５
月
１６
日
ω
　
午
後
１
時
半

～
４
時
半

〔と
こ
ろ
〕
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（春

日
市
原
町
）

〔入
場
料
〕
無
料

（託
児
を
希
望
す
る

人
は
１
人
に
つ
き
５
０
０
円
）

〔申
込
み
〕
電
話
か
フ
ア
ク
ス
で
県
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー

「あ
す
ば
る
」
事
業

課

（金
０
９
２

・
５
８
４

・
１
２
６
１

阻
０
９
２

・
５
８
４

・
１
２
６
２
）

ヘ

※
定
員
２
５
０
人
に
な
り
次
第
締
切
り

ま
す
。
託
児
の
申
込
み
は
５
月
８
日
④

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

一
緒
に
行
き
ま
せ
ん
か

サ
ン
コ
ア
で
は
、
同
記
念
フ
オ
ー
ラ

ム
に
バ
ス
で

一
緒
に
参
加
す
る
メ
ン
バ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

（募
集
人
数
）
２０
人

（定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
）

〔参
加
費
〕
無
料

（申
込
み

・
問
合
せ
〕
サ
ン
コ
ア

（
奮

０
２
５
１
＆

へ

※
バ
ス
で
の
参
加
者
は
サ
ン
コ
ア
で
参

加
申
込
み
を
し
ま
す
の
で

「あ
す
ば
る
」

事
業
課

へ
の
手
続
き
は
不
要
で
す

()

ヽ

　

フ

，，　
ヽ

13i3Ю～ 13:45 (刊 5分 ) 開会行事 (知事あいさつ、館長あいさつ)

13:45～ 1425(40分 )

14:25～ 15:05(40分 )

トーク「こんな応、うに生きたい 仕事も結婚も子育ても」
佐藤洋子さん (東京都豊島区立男女平等推進センター所長 )
トーク「東アジアの女性たちと子育て」
瀬地山角さん (東京大学大学院総合文化研究科助教授 )

15:05～ 15:15 (10分 ) 休けい

1915～16:30(75分 )
質疑応答(30分)を含む

トークセッション
佐藤洋子さん VS 瀬地山角さん

16:30 閉会
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◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 等奇 ◇ ◇ ◇ 等奇 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

交
通
事
故
に
気
を

つ
け

て

黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
寄
贈

新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
を
願
い
、

今
年
も

「黄
色
い
ワ
ッ
ベ
ン
」
が
安
田

グ
ル
ー
プ
か
ら
贈
ら
れ
、
３
月
２６
日
、

市
役
所
で
そ
の
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。
耐
中

式
に
は
、
当
時
筑
後
保
育
所
の
年
長
　
３４

児
だ

っ
た
田
島
嘉
文
く
ん

（
二
本
松
）
、

田
代
彩
貴
ち
ゃ
ん

（停
車
場
）
、
道
家

良
く
ん

（
二
本
松
）
、
若
杉
奈
穂
ち

ゃ

ん

（長
浜
）

の
４
人
も
参
加
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、

み
ん
な
は
馬
場
市
長
や
安

田

火
災
海
上
保
険
仰

の
人
た
ち
か
ら
左
肩

に
ワ

ッ
ペ
ン
を

つ
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。

「黄
色

い
ワ

ッ
ペ
ン
」
に
は
、

１
年

間

の
交
通
事
故
保
険
が
か
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
新

１
年
生
が
登
下
校
中

に
事
故

に
あ

っ
た
場
合
、
死
亡
と
後
遺
障
害

に

対
し
て
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
今

年

で
３４
回
目

の
贈
呈
と
な
る
こ
の
ワ

ッ

ベ
ン
を
受
け
取

っ
た
４
人
は
、

「あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
お
礼
を
言

い
ま
し
た
。

市
内

の
全

て
の
小
学

１
年
生
は
、

こ

の
ワ

ッ
ペ
ン
を

つ
け
て
元
気
に
学
校

へ

通

っ
て
い
ま
す
。

広 報 ち く ご

第11回 グリーンフェスティバル
～たくさんあそぼう。

みどりはみんなをまってるよ。～

(と き)4月 29日 (祝)午前9時～午後5時
(ところ)緑化センター (田主丸町益生田)

(内 容)森林浴バスツアー、花と緑のプレゼント、
スケッチ大会、丸太切り競争、木工教室、

クイズ大会、キャラクターショー ほか
(問合せ)緑化センター (09437② ■93)

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

今

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

安田グループ

〕

う

募

集

ふ
る
さ
と
体
験
農
国

市
で
は
、
平
成
１０
年
度

「ふ
る
さ
と

称
験
農
園
」
の
入
園
者
を
募
集
し
ま
す
。

１
年
間
、
あ
な
た
の
農
園
と
し
て
思

う
存
分
野
菜
づ
く
り
、
花
づ
く
り
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

〔入
園
期
間
〕
４
月
か
ら
１
年
間

〔農
国
の
場
所
と
募
集
区
画
〕
▽
蔵
数

（筑
後
北
中
学
校
の
北
）
Ｈ
４
医
画
▽

下
北
島

（
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
筑
後
地

区
セ
ン
タ
ー
の
西
）
Ｈ
２５
区
画
▽
鶴
田

（芳
樹
園
の
南
東
）
Ｈ
ｌ
区
画

※
１
区
画
は
約
３。
平
方
所
で
す

〔対
象
〕
原
則
と
し
て
市
内
に
住
ん
で

い
る
人
で
農
家
以
外
の
人

（入
園
料
〕
年
間
２
０
０
０
円

D

●

〔申
込
み
〕
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

農
政
課

へ

（
１
人
１
区
画
で
す
。
応
募

多
数
の
場
合
は
拍
せ
ん
と
な
り
ま
す
）

▽
農
政
課

へ
来
て
申
し
込
む

（電
話
で

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）
▽
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
の
農
園

場
所
を
記
入
し
郵
送
す
る

※
締
切
り
は
４
月
２２
日
四
で
す

〔問
合
せ
〕
農
政
課
農
政
係

（東
庁
舎

２
階
ａ
⑪
丞

１
１
１
内
線
３
３
１
）

ヘ

部

を
念
を
砲
鉄

４

月

ゝ

ら

高齢者の県有
施設使用が

無 料 に

県
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
県
有
施
設

使
用
料
を
無
料
化
し
ま
し
た
。

〔対
象
者
〕
６５
歳
以
上
の
人

〔対
象
施
設
〕
▽
福
岡
県
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー

・
同
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
同

人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

（春
日
市
）
、

県
南
女
性
セ
ン
タ
ー

（柳
川
市
）
、
大

牟
田
ハ
イ
ツ

（大
牟
田
市
）
、
県
立
ス

ポ
ー
ツ
科
学
情
報
セ
ン
タ
ー

・
同
総
合

プ
ー
ル

（福
岡
市
博
多
区
）
、
県
立
久

留
米
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

・
同
青
少
年

科
学
館

（久
留
米
市
）
、
県
立
美
術
館

・

大
濠
公
園
日
本
庭
園

（福
岡
市
中
央
区
）

な
ど
全
部
で
１９
施
設
で
す
。

（無
料
内
容
〕
使
用
料
、
入
館
料
、
観

覧
料

（特
別
展
示
、
会
議
室

・
研
修
室

な
ど
の
利
用
、
施
設
内
の
設
備

・
器
具

等
の
使
用
、
入
湯
税
は
除
き
ま
す
）

〔利
用
方
法
〕
原
則
と
し
て
、
年
齢
の

わ
か
る
証
明
書
を
窓
口
に
提
示
す
れ
ば

利
用
で
き
ま
す

〔問
合
せ
〕
県
企
画
課

（奮
０
９
２

・

６
５
１

・
１
１
１
１
）

へ

守
ろ
う
生
活
乗
境

河川・水路をみんなて清掃

撃
清掃実施剛ま
亀ξ肥舌F命佳身&鼻革る動
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ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中ウ
イ

ン
グ
九
州
観

福
岡
県
な
ど
で
は
、

「ヤ
ン
グ
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク

・
ウ
イ
ン
グ
九
州
９８
」
の
団

員
を
募
集
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
九
州
８
県
が
共
同
で
九
州

に
住
む
青
年
を
中
国
と
韓
国
に
派
遣
す

る
事
業
で
す
。

（と
き
〕
８
月
２２
日
①
～
３。
日
０
の
９

日
間〔派

遣
地
〕
中
華
人
民
共
和
国

（天
津
、

北
京
）
大
韓
民
国

（
ソ
ウ
ル
）

〔活
動
内
容
）
働
事
前
研
修

（３
回
）

Ｈ
６
月
中
旬
～
７
月
下
旬
に
３
～
５
日

の
研
修
を
２
回
、
７
月
３．
日
④
～
８
月

２
日
０

（２
泊
３
日
）
の
総
合
研
修
を

１
回
例
訪
問
地
活
動
Ｈ
実
情
参
観
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
、
両
国
青
年
と
の
交
流
ほ

か
∽
事
後
研
修
Ｈ
帰
国
後
に
１
～
２
日

の
研
修
を
１
回

〔募
集
人
数
〕
▽

一
般
団
員
Ｈ
２８
人
▽

班
長
＝
２
人

（福
岡
県
の
募
集
数
）

〔資
格
〕
▽

一
般
団
員
Ｈ
昭
和
４３
年
４

月
２
日
～
５３
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

人
▽
班
長
Ｈ
２６
～
３５
歳
程
度
の
人

〔参
加
費
〕
▽

一
般
団
員
Ｈ
７
万
３
０

０
０
円
▽
班
長
Ｈ
免
除

（申
込
み
〕
申
込
書
に
関
係
書
類
を
添

え
て
４
月
３０
日
∩
ま
で
に
社
会
教
育
課

（東
庁
舎
３
階
）

へ

※
県
青
少
年
対
策
課

（県
庁
）
で
も
受

け
付
け
ま
す

〔問
合
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（賓
∪
４
１
１
１
内
線
４
３
１
）

ヘ

市
老
人
ク
ラ
ブ
事
業

市
老
人
ク
ラ
ブ

で
は
、
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

日
陶
芸
教
室

（第
９
期
生
）

〔と
き
〕
５
月
～
ｎ
月
の
毎
週
土
曜
日
、

時
間
は
午
後
１
時
～
３
時

※
開
講
式
は
５
月
９
日
①
で
す

〔
と

こ
ろ
〕
老
人
ホ
ー
ム
紅
葉
園

〔講
師
〕
林
田
弘
さ
ん

（大
牟

田
市
在

住
）

〔
受
講
料
〕
▽
６。
歳
以
上
Ｈ
５
０
０
０

円
▽
６０
歳
未
満
Ｈ
ｌ
万
円

※
原
則
と
し
て
高
齢
者
を
対
象
と
し
ま

す
〔募
集
人
数
〕

２２
人

囲
花
づ
く
り
教
室

〔
と
き
〕
５
月
１４
日
的
、
６
月

２５
日
い
、

７
月
１６
日
い
、
８
月
３
日
①
、
９
月
１７

日
い
、

１０
月
２２
日
い

（全
６
回
）

（と

こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア

（資
格
〕
高
齢
者

〔受
講
料
〕
１
０
０
０
円

（年
会
費
）

〔募
集
人
数
）
７０
人

☆
第
１
回
は
種
ま
き
で
す
☆

〔
と
き
〕
５
月
１４
日
い
年
前
９
時
半
～

（と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
第
６
講
習
室

（指
導
者
〕
江
崎
和
男
さ
ん

日
み
の
り
の
大
学

（第
５‐
期
生
）

〔と
き
）
５
月
～
来
年
２
月

※
開
講
式
は
５
月
２８
日
い
午
前
１０
時
～

〔と
こ
ろ
）
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〔資
格
〕
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

（受
講
料
〕
年
間
３
０
０
０
円

〔募
集
人
数
）
１
１
０
人

回
申
込
み

・
問
合
せ

老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局

（福
祉
事
務
所

内
奮
０
４
１
１
１
内
線
２
２
６
）

へ

※
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

⑪
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成

１０
年
度
第

１
回
危
険
物
取
扱
者
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

〔
と
き
〕
６
月

２‐
日

①

〔試
験

の
種
類
〕
甲
種
、
乙
種

一
類
～

六
類
、
丙
種

〔申
込
み
〕
市
消
防
本
部
に
用
意
し
て

い
る
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
５

月
１４
日
い
ま
で

（消
印
有
効
）
に
同
セ

ン
タ
ー
福
岡
県
支
部

へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い

☆
試
験
準
備
講
習
会
☆

〔
と
き
〕
６
月

１０
日
い

〔
と
こ
ろ
〕
消
防
本
部
会
議
室

（
受
講
料
〕

▽
防
災
協
会
会
員
Ｈ
ｌ
５

０
０
円
▽

一
般
Ｈ
２
０
０
０
円

（ほ
か

に
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

〔定
員
〕
３。
人

（定
員
に
な
り
次
第
締

切
り
ま
す
）

圃
問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

（
盗
０

２

０
２
０
）

へ

青年海外協力隊員募集
日本国籍を持つ、 20～ 39歳
(平成10年 5月 31日現在)の人

原則として2年間

農林水産、加工、保守操作、

土木建築、保健衛生、教育文

化、スポーツなど約140職種

筆記試験・面接試験。健康診断
4月 15日 (水)～ 5月 31日 (日 )

☆資  格

☆派遣期間

☆派遣職種

☆選考試験
☆募集期間

派遣システムや待遇などについての説明
会が開かれます。

〔とき〕4月 20日 (月 )

〔ところ〕久留米市役所2階くるみホール
※このほか福岡市や北九州市でも開かれます

問 合 せ

国際協力事業団九州国際センター

a093-671-8349
福岡県企画振興郡国際交流課

奮092-651-1111

団とき
。ところ

10。0～ 12

4月 30日 ltt1 1&30～ 15

16歳～る入でき献血が 性女45 以上、
体重が男性でです人

とる上あ40 以で

100

金04

古島小学校

セ ンぉo=水日コ

団問合せ 福祉 226111内線

を力協E皿献 ますしを実施は、で 献血
市献血推進協議会

―船の会・少年の船実行委員会一

鈴後市)年の船団員募蕪
〔と き〕7月 25日 (土 )～ 28日 (火 )
〔研修地〕沖縄県・与論島 (鹿児島県)

◇往路=フ ェリー◇復路=航空機

〔研修費〕小学生=58,000円

中学生=66,000円

※事前研修=5月 10日 (日 )、 6月 14日 (日 )、 7月
H日 (1)～ 12日 (日 )(結団式)

〔募集人数〕80人 (小学4年生以上)

〔申込み〕申込書に必要事項を記入して筑後市

少年の船実行委員会 (〒 833-8601(住所不要)

社会教育課内)へ郵送で締切りは4月 20日 (月 )(消

印有効)です

※募集のしおりでは、受付期間を4月 17日 ま
でとしていますが、都合により変更します

〔問合せ〕社会教育課 (郷③4111内線431)
☆おわびと訂正貨 広報ちくご3月号20ページ
の「少年の船スタッフ募集」記事に誤りがあり
ました。負担金を3,000円 としていましたが3万

円でした。おわびして訂正させていただきます

隊員募集説明会
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